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1.は じ め に




学部の留学生が対象である。殆 どの留学生にとって,手紙 とい うのはたま
にお礼状を書 くくらいで,目本人大学生 という同世代の人と手紙のや りと
りというのは,初 めてである。
一方,目本人大学生にとっても,身近に外国人 ・留学生 と接することが
できる人はまれで,殆 どの学生は,留学生はどのように目本語 を学習 して
いるのか,どんなことを考えているのか,目本でどんな生活 をしているの
か,興味津々といったところである。
手紙の交換 とい う活動は,教室での学習とい う枠 を飛び出し,自分をい
かに表現すれば,相手に理解 されるかと努力し,一方,受 け取 った手紙を
通 して相手を理解 しようとする活動で,全人格的なインターアクシ ョンが
起こり得る。また,留学生 としては,目本語学習の教室内では提供する機
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会の殆 どない留学生各人が持つ異文化性 を,目本人大学生に対 し文通を通






















25人くらい。学生は,原則 として 「目本語」 とい うコースを既習 してい








であ り,第二外国語 として,中国語 ・スペイン語 ・フランス語などを学習
している。短期留学の経験 を持つ学生もたまにはいるが,目本語学習者 と






5人の留学生と,やは り筆者の 「目本語教授法」 を受講していた短期大学
の学生14人 との問で始まった。まず,始 めるにあたっては,双方の学生
と手紙を書 くとい う活動 をどのように考えるかとい うことを話し合い,参
加 したくなければしな くてもいいことを伝 えた。それは,こ の活動は双方
の授業のシラバスの中に位置づけられている活動ではないからである。 し
かし,全員がぜひ参加 したい,や ってみたいとの意欲 を示し,お互いの手
紙の交換が始まった。留学生5人 対 目本人学生14人 というのは,留学生
側には手紙を書 くことが負担になるかもしれないとい う危惧 もあった。そ
こでこの時は,手紙 を書 く相手を特定せず,ク ラス単位の手紙交換の方法
をとった。学生は各 自が手紙を一枚ずつ書 く。それを相手側の人数分 ほど
コピーをして相手側に渡すというや り方である。この時の留学生は上級 あ
るいはそれに近い学生であったので,一回にB5の用紙一枚程度書 くのは
特に問題ではなく,読む という作業が少 し多 くなるだけのことであった。
少々大変ではあったかもしれないが,複数 もらった手紙 を家に帰 ってから
読むのも楽しみという状態であった。
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その後の手紙交換 は,学 生たちの希望などもあり,次第に相手 を決 め
て,手紙 の交換 をするようになってい く。人数の関係 で,留 学生が2人





る。しかし殆 どの場合,目 本人学生の手紙はもちろん,留 学生の書いたも
のもそのまま届けている。目本人学生は,留学生の間違いを見てこんな間
違いをするのか,し かし間違いがあっても気持ちは十分通 じるのだとい う
ことを発見 し,日本語学習者 を身近に感 じる。留学生の方も自分が書いた
手紙に即反応があり,自分の書いたことが理解されていることを知 ると同
時に,目本人学生の考え方などに接することができる。





シラバスの中での位置づけがない以上,手 紙を書 くとい う作業は,授 業
終了まぎわのわずかな時間や,休 み時間,テ ス トの後の時間などが使われ
る。やむをえず家で書いてくるようにと言 うこともある。そ して書かれた
手紙は,教 師である筆者があずか り,相手の学生に届 けるとい う方法 を
取 っている。学期中は,教師の手 を通 して交換 されるが,学期終了後 は,
お互いに興味があれば,友 だちとして文通やe-mailが続 くとい うことに




4.留 学生 ・日本人学生の"手 紙 の交換"参 加 に関す る考察及び分析
この活動 の効果 を,留 学生 ・目本人 学生 の双方 が書いた アンケー トか ら
考察す る。
ア ンケー トに頻 出するこ とばや表現,ま た類 似 してい る内容 ・関連 す る
内容な どを取 り出 して,学 生 にとって どん な効 果が あった と考 えた らいい
のか を考察 したい。
主に,2000年春学期 の学生 たちのア ンケー トを中心 に考 察す る。
① 嬉 しい 楽 しい
返事 を もらった ときの気持 ちを聞 いた ところ,ア ンケー トに答 えた留学
生16人 中15人 が一番 に 「うれ しか った」「わ くわ く楽 しみ」「どき どき
した」 「す ご く興 奮 した」「楽 しか った」 「あふれ る気持 ち」 な ど と書 いて
いる。(言葉 ・表現 は留学生の書いた まま)。残 りの一人 は,目 系 の留 学生
で,姓 も名 も 目本人 の名前 を持っ てい たため,上 記 のよ うな気持 ちをもて
ず,「 目本人学生 たちは,自 分 のよ うな 目本人名 を持 ってい る者 とではな
く,外 国人 と交換 したか ったのではな かった.のか」 と,コ メン トし,毎 回
複 雑 な気持 ちで手 紙 を書 い ていた とい う。 しか し,実 際 には 目本人 学生
は,目 本人 の名 を持 った人 がなぜ 目本 の大学 に留学 などす るのか,目 本語
はどの くらい話 した り書 いた りで きるのか,色 々聞 きたい ことがた くさん
あ り,当 人 が思 っていた危惧 とは全 く違 っていたのだったが。
返事 をもらった ときの気持 ちは,目 本人 学生 の揚合 も,「うれ しか った」
「す ご くうれ しか った」「veryHappy」「色 々書 いて くれ て うれ しか った」
な ど,殆 どの学生 が 「うれ しい」 とい う言葉 を使 ってい る。(14人中11
人)嬉 しい とい う言葉 を使 わなか ったそ の他 の学 生 も 「手紙 はい いものだ
としみ じみ思 った」 「レベルの高 さに驚 い た」 「相手 が本 当に外国人 か と
疑 った」 な ど。 目本人学生の コメン トか らも受 け取 った時 の うれ しい感激
があふれ ている。
② 心 の交流 の始 ま り
印象的だ った ことを聞いた項 目では,留 学生側 は,相 手 の 日本人が 「優
一155一
しいと思 った」「自分のことを心配 してくれた」「長い手紙をくれ,人 生の
ことを教えてくれた」「質問 したら,次 の手紙にていねいに地図までかい
てくれた」「相手が悩んでいる時,励 ますことがあった」など。目本人学生










そ して,目本人学生は,「相手をもっともっと深 く知 りたい」「相手 の国の
ことをもっと知 りたいと思 った」「1対1で手紙を交換することで親 しく
なった(留学生対 日本人 とい うことを越 えて)」「ステレオタイプの国際理
解ではなく自然な交流 ・理解ができる手応 えを感 じた」な ど,互いに相手
を理解することへの広が りも見える。留学生は,こ の活動 を通 して,「手
紙の書き方がわかった」 とい うだけでなく,「目本人学生は留学生 と交流
したいと思っていることが分かった」「外国人に興味をもっている」「目本
人も私たちと同じ」など,日本人学生への理解が深まった様子が分かる。
5.〈うれ しい ・楽 しい〉とは何 か ～
手紙 のア ンケー トにあま りに も頻 繁 に表 われ た,〈 うれ しい ・楽 しい>
とは一体 どんな ものなのか,人 は どんな時 に うれ しい と感 じるのか,考 え
ずにはい られない。 もちろん専 門が心理学 でも,臨 床心理学 で もな く,ま
して哲 学 で もない筆者 では あるが,少 し 「喜 び とは」 とか 「うれ しい と





「喜びはある興奮 を伴 うということである。(中略)"喜び"を 起 こす よ
うな自己状態の大きな改善は当然環境状況に大きな変化があったことを意
味する。そうした変化 は,(中略)一般的に最初は 「不安定」だから,それ












等々,色 々不安があるが,始 まるとこれ らが一気に解消 される。そ して
"喜び"に 変わっていくということからもその通 りだと言える。。
b.仲 問の間での伝染する"喜び"
「盛 り上が り現象:仲 問内のムー ドの伝染は,条 件が整えば,相互促進







c.人 を理解 する うれ しさ
「人 は,ど んな時 うれ しいので あろ うか。"う れ し さ"は 何 か を獲得 し
た り,完 成 した りす る,い わば欲求 が充足 された揚合 にお こる感情 だ,と
考 えてよいだろ う。た とえ限 られていて も,人 問 を理解す ることのたの し
さ,う れ しさ,よ ろこび とい うものがあるはず で…」
(早坂泰次郎他著 『喜怒哀楽 の心理学』p.79よ り)
以上の"人 を理解 す る うれ しさ"と い う点 は,手 紙交換 を してい る学生 た
ちが,た とえ,B5一 枚 の事 務用紙 に書 く手紙 で も,そ してそれ が教 師 の
手 を通 して数週間 に一回 の往復 であって も,文 通 を通 して,互 いを知 り合
い,理 解 し合 う期待 で,手 紙 を書 くこと ・もら うことを喜 んでいるこ とか
らも分 かる。
d.脱 目常
よく"旅"の 楽 しさで説明 され るよ うに,「なぜ旅 行 にい くのか」 と問
われれば 「楽 しいか ら」 とい う言葉 が一番適切 か もしれ ない。昔 に比 べ,
今 はパ ック旅行 な どレジャー化 され た もの もあるが,そ れで もなお,楽 し
い と言 えるであ ろう。
手 紙 の交換 も,相 手 の顔 を見 るこ とも無 く,も っ と長 く色 々書 きた い・
もっと聞 きたい と思 って も,授 業 時間の関係 でままならない。そんな手紙
のや りとりではあるが,そ れで も,通 常 の授業 では経験 したことのない こ
と,ま た殆 どの学生 にとっては,目 常生活 の中には存在 しない経験 である




社会 と認め,幅広い活動を期待 しているが,目本人学生に手紙を書 くとい
うことは,閉塞 した教室の枠 を飛び出 し,現実的な関心 をそのままぶつけ
る相手 を持つということになる。そこでは,「学習者が既 に持 っている生
一158一




中の,「コミュニカティブ ・アプローチの今後」 というセクシ ョンで,学
習者 の持つ社会性に注 目するという項 を設け,「自己を表現 し,他人 を理
解 したいという欲求,あ るいは自分が外界の変化の原因となりたいとい う
欲求は社会的存在 としての人問の当然の欲求である。しかしながら,伝統
的な言語の教室では最 も軽視 されてきた欲求である。」 と述べて,学 習者
の社会性への注 目とは,「社会的存在 としての人問の持つ本来的な欲求 を










を補い,留 学生が一社会的存在としての自分 を表現し得 る意義あるチャン
スであると考えられる。
また相手の目本人の書いてくる手紙の内容 を理解 し,受け入れよう,理
解 しようとい う活動は,人 問同士の交わ りの中で人問の根源的な願望であ
る,友 を理解 したいとい う願望を満たすことにつながるのではなかろう
か。少な くとも,教室の中の活動だけよりは,手 紙のや りとりの中での方
がその可能性は高いであろう。そして,こ の願望が満たされることは,留





は,も ちろん起 こりうるものであるが,教室の枠 を超えた,こ の手紙のや
りとりを通 して起 こるうるイ ンターアクションは,目本語学習者にとって











しかし,手紙の交換 を通 して,目本人学生は留学生の国や文化,考 え方
に関心を持ち,絶 えず聞きたが り,知 りたがっている状況なので,留学生
は自分の母国や文化について紹介せざるを得ない。そ してそれは目本文化
と対照 して振 り返 り,当人 も自覚 していなかった母国の文化の影響 に気づ
かされることにもなる。留学生は,目本人学生に対 して自国の文化 を紹介
しながら,自国のことのみならず,ま た目本のこともより深 く異文化 とし
て理解 してい く。
一方このように,目本語のクラスの中では,目本の文化 の提供者 として





留学生は,手紙 の交換 とい う活動 を通 して,教室の外で,自 らが学習途
上であるとい うことからも離れて,目 本人 と自然 に交流できる機会を持
つ。「自分 を表現す る」 とい う願望 も教室内だけの活動 よりは満た され,
友人としての文通 を重ねることにより,「全人格的なインターアクシ ョ.ン」







ある。通常の授業 ・講義 をこなした上で,余 った時問,無理にひね り出 し




短大のカ リキュラムは半年単位 であ り,1学期は実質13-14週しかな
い。教科 との兼ね合いを考えると,手紙の往復は3-4往復が限度である。





生 と会 うチャンスがない。早大国際部で も週2回 である。そ こで留学









育実習に行 く学生,就 職活動で欠席する可能性のある学生を調べ,そ のよ





ている。これは筆者が強要 しているわけではな く,相手ががっか りするの
は,我が身に置き換えて考えればよく分かるので,学生の方から自然 とそ






留学生 と目本人学生 をどのように組 ませるかとい うのは,今 のところ特
に配慮はしていない。大体が学期の始めから手紙の交換をし始めるので,
教師にも,学生の性格や好みなどは何も分からないからである。ただし留
学生は,人数 の関係で相手が2人 になる場合があるが,そ んな時は,書
くのが好 きだとい う学生,書 くのがはやそ うな学生を選ぶ。しかし,選ん
だつもりでも実際は全然そうではなかったなどとい うことがよくある。ま




④ 手紙の中の 「若者 ことば」
留学生が手紙 を書 く場合は,持てる力全部 を使 って書 く。辞書をひきな
がら,とい うこともよく見 られる光景であるが,と にか く自分の言いたい
ことを全力投球で書 く。教室内で書いている時は,質 問も多数受ける。問
題は目本人学生が書 く手紙の書き方である。好 きに書かせると,若者こと
ば,省 略 したことば,流 行ことば,文 として認め難い文などが出て くる。
これらのことばを全て禁止する意図はないが,し かし,ど こまでが許容範
囲か悩むこともある。留学生たちは,今 の若い人たちが普通に書 く文に接
することを好むのは当然だ し,そ して当然それ を真似 たがる。いわゆる




はともかく,古今東西 を問わず,手紙 を楽 しみにしている人々の枚挙 にい
とまはない。高橋安光著の 『手紙の時代』から例 をあげると,
・夏 目漱石 「小生は人に手紙 を書 くことと,人から手紙 をもらうこと
ことが大好 きである。」
(漱石から森田草平に 明治39年1月8目)
・現役 を退いた教師がしんみみ り語 った
「一 目の うちで,郵便が くる時刻になると,なん となく気持 ち
が落ち着かなくな り,玄関先 をうろつかずにはいられない。」
・国木田独歩 目清戦争当時,「国民新聞」 の特派員 として従軍 した
独歩は実弟に手紙 を出している。
「愛弟!愛 弟!東 京 を発してより殆 ど一 ヶ月,初 めて書状に
接 し,初めて未だ嘗て味ひ得 ざりし人情 を実験 した り。御身の
書状,昨 夜吾が手 に入 りぬ。嬉 しや と申すべき。何 と申すべ
き。読みてはポケットに納め,又 ポケットより引き出して,今
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朝 まで四回程読みた り。郵船!郵 船!郵 便物が到着 したと
の報知,満 艦の人をしてゾクゾクせしむるもの,愛弟,吾 れ御
身の手紙 を得て初めて其の心情の消息 を解 しむ」
・聖書:世 界のベス トセラーと呼ばれる聖書にも出てくる。
「悪 しき使者は人を災におとしいれる。 しかし忠実な使者は








手紙 の楽 しさを本 の中に探 していて,[天使」 とい うこ とばが,ギ リ
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